
語
）
で
、
医
学
害
の
執
筆
を
行
な
い
、
こ
れ
は
町
の
外
科
医
に
歓
迎

さ
れ
た
が
、
日
本
に
も
受
容
さ
れ
た
。
一
九
世
紀
後
半
の
、
ウ
ト
レ

ヒ
ト
陸
軍
軍
医
学
校
か
ら
の
強
い
影
響
に
つ
い
て
は
、
既
に
発
表
し

た
（
拙
著
『
江
戸
の
オ
ラ
ン
ダ
医
」
、
『
蘭
学
の
背
景
』
）
。

従
っ
て
、
日
本
の
受
容
し
た
閾
医
学
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
外
科
医
界

の
医
科
学
が
、
そ
の
主
体
を
な
す
と
結
論
づ
け
ら
れ
よ
う
。

従
来
、
日
本
で
紹
介
さ
れ
た
西
洋
医
学
の
歴
史
害
は
、
大
学
卒
の

内
科
医
（
Ｍ
Ｄ
）
の
歴
史
で
あ
り
、
発
明
・
発
見
を
中
心
と
し
た
内

医
学
史
（
学
説
史
）
で
あ
る
。
ギ
ル
ド
外
科
医
た
ち
は
、
そ
う
し
た

医
史
学
書
に
は
、
め
っ
た
に
顔
を
出
さ
な
い
。
彼
等
は
大
衆
の
医
療

を
受
持
っ
た
職
人
で
あ
り
、
こ
う
し
た
医
療
職
の
歴
史
を
研
究
す
る

に
は
、
外
医
学
史
的
、
社
会
史
的
研
究
方
法
を
と
る
必
要
が
あ
る
。

そ
し
て
江
戸
の
日
本
は
、
オ
ラ
ン
ダ
外
科
医
界
の
医
学
を
受
容
し

た
。
そ
れ
は
、
形
而
上
性
の
強
い
内
科
医
界
の
医
学
と
は
、
異
質
な

も
の
で
あ
っ
た
。

、
（
三
菱
水
島
病
院
）

の
（
ラ
イ
デ
ン
大
学
医
史
学
）

リ
ン
ガ
ー
（
ロ
ン
ド
ン
）
の
『
治
療
学
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
は
当
時

の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
で
あ
っ
た
。
手
許
の
一
二
版
（
一
八
九
○
）
に
つ

い
て
考
察
す
る
。

オ
ピ
ウ
ム
に
関
し
て
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
は
い
う
「
Ａ
・
ウ
ッ
ド
に
よ

る
皮
下
注
射
は
今
や
痛
糸
を
や
わ
ら
げ
、
眠
り
を
催
し
、
ス
・
ハ
ズ
ム

を
抑
え
る
な
ど
の
た
め
に
広
く
行
わ
れ
、
経
口
与
薬
よ
り
も
す
ぐ
れ

て
い
る
。
そ
の
作
用
は
よ
り
速
や
か
で
、
効
果
は
確
実
で
あ
っ
て
、

食
欲
を
害
し
た
り
、
便
秘
を
き
た
し
た
り
す
る
こ
と
は
な
い
。
：
…
」
。

「
オ
ピ
ウ
ム
な
い
し
そ
の
ア
ル
カ
ロ
イ
ド
は
胃
の
痛
み
を
や
わ
ら
げ

る
。
胃
癌
や
消
化
性
潰
瘍
に
、
飲
酒
に
よ
る
慢
性
胃
炎
に
有
効
で
あ

る
。
…
…
し
ば
し
ば
急
性
お
よ
び
慢
性
の
下
痢
に
有
用
で
あ
る
。
刺

激
物
を
だ
し
た
後
、
結
核
の
慢
性
下
痢
、
赤
痢
な
ど
に
有
効
で
あ
る

シ
ド
ニ
・
リ
ン
ガ
ー
と
治
療
学栗

本
宗
治
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…
：
．
。
」
シ
デ
ナ
ム
門
下
の
ト
マ
ス
・
ド
ー
バ
ー
の
「
ド
ー
フ
ル
散
」

（
一
七
三
二
）
、
現
代
の
ブ
ロ
ン
プ
ト
ン
・
カ
ク
テ
ル
に
つ
な
が
る
。

ウ
ッ
ド
の
モ
ル
ヒ
ネ
皮
下
注
射
は
そ
も
そ
も
吸
入
麻
酔
の
未
熟
を

補
う
か
、
と
っ
て
か
わ
る
べ
く
開
発
さ
れ
た
が
コ
カ
イ
ン
の
局
所
作

用
発
見
を
ま
っ
て
、
そ
の
意
企
は
全
う
さ
れ
た
。

エ
ー
テ
ル
に
つ
い
て
一
。
ヘ
ー
ジ
、
ク
ロ
ロ
ホ
ル
ム
に
つ
い
て
九
．
ヘ

ー
ジ
、
ヨ
ー
テ
ル
の
生
理
と
治
療
は
ク
ロ
ロ
ホ
ル
ム
同
様
に
理
解
。

ク
ロ
ロ
ホ
ル
ム
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
よ
う
に
ま
ず
大
脳
皮
質
、
つ
い
で

脊
髄
、
そ
し
て
心
・
血
管
中
枢
を
抑
制
す
る
」
。
ク
ロ
ロ
ホ
ル
ム
の

血
液
へ
の
拡
散
は
速
や
か
で
、
腸
へ
は
遅
い
。
ク
ロ
ー
バ
ー
に
よ
る

と
無
感
覚
を
き
た
す
ミ
ニ
マ
ム
量
は
四
’
五
％
、
こ
の
濃
度
吸
入
五

分
で
無
感
覚
が
え
ら
れ
る
。
ク
ロ
ー
バ
ー
は
ふ
つ
う
、
は
じ
め
に
二

％
与
え
、
五
％
に
ふ
や
す
と
い
う
。
呼
吸
が
弱
く
な
っ
た
り
、
と
ま

っ
た
と
き
に
は
人
工
呼
吸
（
シ
ル
ベ
ス
タ
法
）
を
行
う
こ
と
。
メ
デ

ィ
カ
ル
。
ア
ン
ド
・
サ
ー
ジ
カ
ル
・
ソ
サ
イ
ア
テ
ィ
（
今
日
の
ロ
イ

ア
ル
・
ソ
サ
イ
ア
テ
ィ
・
オ
ブ
・
メ
デ
ィ
シ
ン
）
の
ク
ロ
ロ
ホ
ル
ム

委
員
会
は
電
流
に
よ
る
蘇
生
よ
り
も
人
工
呼
吸
優
先
の
見
解
」
。
す

で
に
ス
ノ
ー
は
エ
ー
テ
ル
麻
酔
の
吸
入
濃
度
を
一
定
と
す
る
こ
と
、

経
時
的
に
桑
と
め
ら
れ
る
五
段
階
抑
制
を
記
載
し
た
（
一
八
四
七
）
、

薬
理
カ
イ
ネ
テ
ィ
ク
ス
の
は
じ
め
で
あ
る
。

臨
床
医
リ
ン
ガ
ー
に
つ
な
が
る
ト
マ
ス
・
ル
イ
ス
は
心
電
図
を
活

用
、
今
日
の
心
臓
病
学
の
先
駆
と
な
っ
た
、
ク
ロ
ロ
ホ
ル
ム
心
停
止

メ
カ
ニ
ズ
ム
は
解
明
さ
れ
た
。

生
理
学
会
の
夕
、
リ
ン
ガ
ー
座
長
に
よ
る
入
会
紹
介
を
受
け
た
ベ

イ
リ
ス
と
ス
タ
ー
リ
ン
グ
に
よ
っ
て
、
リ
ン
ガ
ー
の
基
礎
的
関
心
は

進
展
さ
れ
た
。
リ
ン
ガ
ー
の
カ
エ
ル
心
実
験
は
神
経
・
体
液
遊
離
臓

器
に
つ
い
て
の
臓
器
固
有
機
能
の
分
析
、
灌
流
液
即
ち
リ
ン
ゲ
ル
液

、
、

（
日
局
）
は
人
工
細
胞
外
液
で
あ
る
こ
と
の
二
点
が
注
目
さ
れ
る
。

後
者
は
日
常
の
輸
液
に
、
前
者
は
心
移
植
に
す
ら
つ
な
が
る
。
心
ポ

ン
プ
の
固
有
機
能
は
ス
タ
ー
リ
ン
グ
の
犬
心
肺
標
本
に
よ
っ
て
さ
ら

に
分
析
さ
れ
た
。
そ
の
肺
の
実
験
用
人
工
呼
吸
器
は
ス
タ
ー
リ
ン

グ
・
ポ
ン
プ
と
し
て
市
販
さ
れ
た
。
第
二
次
大
戦
後
北
欧
を
お
そ
っ

た
ポ
リ
オ
流
行
（
球
麻
蝉
）
は
気
管
挿
管
（
第
一
次
大
戦
時
の
手

技
）
プ
ラ
ス
用
手
人
工
呼
吸
（
間
歌
陽
圧
）
に
よ
っ
て
死
亡
は
激
減

し
た
。
ス
タ
ー
リ
ン
グ
・
ポ
ン
プ
は
こ
こ
で
今
日
の
ベ
ン
チ
レ
ー
タ

に
な
っ
た
。

一
九
五
・
六
○
年
代
ア
メ
リ
カ
循
環
器
病
医
サ
ー
ノ
フ
ら
の
問
題

提
起
、
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
で
の
心
機
能
評
価
に
は
何
を
基
礎
と
す
べ
き
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か
ｌ
ス
タ
ー
リ
ン
グ
・
ロ
ー
・
こ
れ
を
臨
床
用
に
モ
デ
ィ
フ
ァ
イ

し
た
の
が
心
室
機
能
曲
線
で
あ
り
、
ス
ワ
ン
・
カ
テ
ー
テ
ル
（
一
九

七
五
）
は
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
で
こ
の
カ
ー
ブ
を
プ
ロ
ッ
ト
す
る
。
（
な

お
肺
動
脈
圧
カ
テ
ー
テ
ル
の
開
発
に
は
、
戦
中
米
国
フ
ェ
ン
（
ベ
イ

リ
ス
・
ス
タ
ー
リ
ン
グ
門
下
）
や
ク
ー
ル
ナ
ン
ら
に
よ
る
肺
研
究
か

ら
の
流
れ
が
あ
っ
た
。
）

（
大
阪
医
科
大
学
）

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
最
初
に
東
洋
医
学
の
灸
を
詳
細
に
描
写
し
た
、

バ
タ
ヴ
ィ
ア
に
住
み
、
牧
師
を
し
て
い
た
ヘ
ル
マ
ン
・
プ
シ
ョ
フ

国
①
村
目
色
己
回
国
易
呂
昌
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
な
い
。
ま
ず
、
そ
の
生
涯
を
簡
単
に
紹
介
し
た
い
と
思

為
ノ
。

一
六
二
○
年
？
ヘ
ル
マ
ン
・
ブ
シ
ョ
フ
、
ユ
ト
レ
ヒ
ト
に
生
ま

れ
る
。

？
年
ユ
ト
レ
ヒ
ト
、
ま
た
は
ラ
イ
デ
ン
に
て
修
学
。

一
六
四
二
年
Ｎ
Ｃ
の
庁
旦
で
牧
師
候
補
（
厚
ｇ
ｏ
目
①
貝
）
に
な
る
。

一
六
五
四
年
十
月
五
日
ぐ
○
○
の
牧
師
と
し
て
東
イ
ン
ド
行
き

を
希
望
す
る
。

一
六
五
四
年
十
二
月
十
日
己
①
厚
。
①
己
×
号
で
出
港
。

ヘ
ル
マ
ン
・
ブ
シ
ョ
フ
の
生
涯
と

そ
の
業
績

ヴ
オ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
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